
第１９回  

移送サービス研究協議会  

 
ボランティア・市民活動による移送・移動サービスは、移動困難者の生活圏拡大と移動の保障を目指した市民活

動のほか、社会福祉協議会や介護事業ＮＰＯなど全国で約３，０００団体で実施されています。 
市民活動が数十年にわたって改善を求めてきた移送・移動サービスの白タク問題は、道路運送法改正により法的

問題は一応の解決がなされました。 
しかし、移動困難者を支えようという視点から移送サービスとの協働を図ろう

という行政やタクシーなどの動きはまだ少なく、何のための移送サービスなの

か、そして協働なのかを問う声もあらわれています。一方で団体の事業化がすす

むあまり、市民の視点が失われようとしているのではいう指摘もあります。 
本年度の研究協議会では、移動困難者の生活を支えるという移送サービス本

来の使命に立ち返り、急速にすすむ制度化の中で今、何が問題であり、そして何

が必要なのか、これからの移送・移動サービスのあり方を考えます。どうぞご参

加ください。 
 

 

○日 時 

２００７年２月２５日（日）１０時～１７時  

※受付開始 ９時３０分より 

○会 場 

飯田橋セントラルプラザ  会議室  

〔最寄駅〕ＪＲ線・地下鉄線『飯田橋』駅 
○参加費 

３，０００円（一人あたり、資料代含む） 

別紙申込書に所定事項をご記入の上、２月２２日（木）までにお申し込み下さい。

なお参加費は当日、受付にてお支払い下さい。 

○申込定員 

３００名（定員になり次第締切とさせていただきます） 

○主 催 

東京ボランティア・市民活動センター ／ 東京ハンディキャブ連絡会 
○企 画 

第１９回移送サービス研究協議会 実行委員会 
○後 援 

ＮＰＯ法人 日本移送・移動サービス地域ネット連合会 
北海道移送・移動サービス連絡会（ＳＴネット北海道）/青森県移送サービスネットワーク（Ｄネット） 
移動サービス・ネットワークみやぎ/やまがた福祉移動サービスネットワーク/新潟県福祉移動サービスネットワーク 
茨城福祉移送サービス団体連絡会/栃木県移送サービス連絡協議会/やまなし障害者移送ネットワーク 
移送サービス研究会/埼玉県移送サービスネットワーク/千葉県移送サービス連絡会 
かながわ福祉移動サービスネットワーク/福祉移動サービスネット静岡/ＮＰＯ法人 横浜移動サービス協議会 
富山福祉移動サービスネットワーク/北陸移動サービスネットワーク/福井移動サービス研究会 
ＮＰＯ法人 長野県ハンディキャブ連絡会/ＮＰＯ法人 東海福祉移動研究協議会/愛知県ハンディキャブ連絡会 
京都移動サービス連絡協議会/関西ＳＴＳ連絡会/移送サービスネットワーク・泉州/兵庫県移送サービスネットワーク 
ＮＰＯ法人 移動サービスネットワークこうべ/山口県ハンディキャブ連絡会/高知の移動サービスを考える会 
さが福祉移動サービス・ネットワーク/熊本外出支援ネットワーク/大分県移送サービスネットワーク 
かごしま外出支援ネットワーク/社団法人全国腎臓病協議会                   （申請中） 

ＪＲ総武線・東京メトロ東西線・南北線・半蔵

門線・都営大江戸線『飯田橋駅』下車すぐ

（地下鉄はＢ２ｂ出口より直結） 
 

前日（２５日）には基礎講座や共同配車センター見学ツアーも開催します！ 



プ ロ グ ラ ム  
【 午 前 の プ ロ グ ラ ム 】（１０時～１２時３０分） 

第１分科会 移送サービスの担い手は確保できてますか？ 
 
移送サービスの運転協力者が集まりにくくなっていませんか？ボランティアをやりたいという問い合わせがあっても、実際

には登録してくれない人もいませんか？その背景には、謝礼の有無や、講習受講や介助技術の必要性などさまざまな要因

があるのではないでしょうか。グループ討議形式で、参加者からの現場の悩みや問題点をあげてもらい、今後の担い手確保

に向けて対策を話し合います。 

【話題提供】移送サービス団体コーディネーター 
 

第２分科会 今、問われる移動の権利 ー昨今の行政施策の様相ー 
 
高齢社会は移動のニーズを顕在化させ、福祉移送に関する様々な社会資源を生み出しました。その中で、国民の人権を

守ることを責務とする行政は何ができるのでしょうか？財政的に厳しいと言うことで、何もしないのか？それで移動の権利が

守れるのか？楽観できない現実に苦悩しつつも先駆的取り組みを行なう自治体にスポットをあて、事例に学びながら移送サ

ービスが行政施策の中で、どうのように位置づけられて行くことが求められているかを討議します。 

【報告】調整中 
 

第３分科会 移送サービスの財政的自立は可能か 
－行政の補助に頼らない財源確保の道を探るー 

 
移送サービス団体のほとんどは、財政難に苦しんでいます。利用者負担ですべての経費を賄うことは不可能であり、頼み

とする行政の補助も先細りしつつあります。赤字から脱却するにはどうすればいいのか。大幅な支出削減か。収益事業はど

んなものが可能なのか。事業規模を縮小して生き残りを図るのか・・・。それは移動困難者を切り捨てることにならないか。

財政問題に焦点を当て、自主財源の確保に向けた具体的方策を、パネリストや参加者の討論によって探ります。 

【報告】阿部司（東京ハンディキャブ連絡会）・重枝孝和（東京ハンディキャブ連絡会）他 
 

【 午 後 の プ ロ グ ラ ム 】  

福 祉 車 両 フ ェ ア （ 終 日 開 催 ）  
 
福祉車両メーカー各社による実車デモンストレーションを行います。福祉車両のご購入や買い替えをご検討中の

方など、ご自由にご覧いただけます。 
 

全体会「カンカンガクガク！移送サービス徹底大討論」（１４時～１６時３０分） 
 
急速にすすむ移送サービスの制度化、議論がすすまない例もみられる運営協議会、見えない行政の方針、そして移

送サービスの理念、経営、ボランタリズム･･･。移送・移動サービスについて一気にまとめて大胆に論じます！ 

●第１部『現状編』 移送サービス『ここがわからない！』 ~展望、行政政策、団体運営、運営協議会、認定講習～ 

●第２部『将来編』 移送サービス『どこへゆく』 ～本当に移動困難者を支えるしくみはできるのか？～ 

【パネリスト】阿部司（東京ハンディキャブ連絡会） 秋山哲男（首都大学東京 都市環境学部教授）他     

 
 

【お申し込み・お問い合わせ先】 
東京ボランティア・市民活動センター （担当：藤原） 
〔住所〕〒１６２‐０８２３ 東京都新宿区神楽河岸１－１ 
〔電話〕０３-３２３５-１１７１   〔ファックス〕０３-３２３５-００５０ 
〔ホームページ〕http://www.tvac.or.jp/ ※ホームページからもお申し込みができます。 

 
 

----------------第１９回移送サービス研究協議会（２月２５日（日）開催）お申し込み用紙---------------- 

おなまえ  ご所属  

連絡先 

ご住所・電話 
 

ファックス  
メール 

アドレス
 

ご希望の分科会 第１分科会  ・  第２分科会  ・  第３分科会 

２月２２日（木）までに上記連絡先までお申し込みください。 


